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研究成果の応用可能性

本シーズは、室内騒音環境の制御によって健康増進や疾病
予防を実現することを目的としており、二重窓、雨戸、カー
テン、サッシ、防音壁などの製品が健康に与える効果の検証
にも応用可能である。世界最大規模の住環境に関するビッグ
データが果たす役割は大きい。

空港、鉄道、道路周辺の建物に届く騒音と住民の健康調査
結果から、曝露曝露は、睡眠障害や心血管疾患などの深刻な
健康リスクを高めることが知られている。しかし、屋内に暮ら
す住民に届く騒音を室内で測定し、健康影響を明らかにした
研究は乏しい。

我々は 1000 人以上の対象者において、住居内で測定した
騒音の実態を初めて明らかにするとともに、寝室内騒音が大
きい対象者では、客観測定した睡眠の質や主観的睡眠の質が
低い関連を報告した（Sleep. 2023）。この結果は、室内騒
音を制御することで睡眠の質を向上する可能性を示唆してお
り、わが国の健康づくりのための睡眠ガイド 2023（厚生労
働省）にも引用された。

騒音に加えて窓、サッシ、雨戸など騒音に関する住宅の因
子、身体活動や起床時間などの行動因子が血圧、糖尿病、う
つ、認知症などの健康指標に及ぼす影響について長期間にわ
たって観察研究を継続している。

当講座では、世界最大規
模の室内騒音研究を進めて
おり、騒音や健康指標の正確
なデータを収集している。こ
の希少かつ高品質なデータ
ベースを活用し、企業との共
同研究を通じて革新的な商
品開発を推進します。この研
究は、騒音の健康への影響
を深く理解し、より健康的な
生活環境の構築に寄与する。
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